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創
出
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
移
転

す
る
こ
と
で
、
現
図
書
館
の
抱
え

る
課
題
を
解
決
し
、
市
の
更
な
る

発
展
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ

な
が
り
ま
す
。

情
報
通
信
技
術（
I
C
T
）の
進

展
や
電
子
書
籍
の
普
及
に
よ
り
、

図
書
館
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
電
子
書
籍
が
普
及
し
て
い

る
ア
メ
リ
カ
の
現
状
を
確
認
し
ま

し
た
が
、
紙
の
資
料
が
な
く
な
っ

た
り
、
全
て
が
電
子
化
さ
れ
た
り

し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

電
子
化
に
伴
う
膨
大
な
情
報
を
整

理
し
た
り
、
取
捨
選
択
し
た
り
す

る
た
め
に
、
図
書
情
報
館
の
存
在

意
義
が
高
ま
る
も
の
と
考
え
、
時

代
を
先
取
り
し
た「
図
書
と
情
報

の
拠
点
」と
し
て
整
備
し
た
い
と

考
え
ま
す

●
対
応

こ
の
意
見
で
の
事
業
計

画（
案
）へ
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

●
意
見
３

計
画
で
は
、「
高
齢
者

等
の
居
場
所
づ
く
り
」と
い
う
表

現
だ
が
、
全
世
代
に
焦
点
を
あ
わ

せ
た
方
が
、
よ
り
広
く
市
民
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

●
市
の
考
え
方
「
高
齢
者
等
の

の
業
種
が
係
わ
る
機
会
が
生
ま
れ

ま
す
。
ま
た
、
本
事
業
で
は
、
定

期
借
地
を
活
用
し
た
民
間
施
設
の

導
入
も
想
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

関
連
業
種
は
さ
ら
に
広
が
り
、
地

域
の
活
性
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

よ
り
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深

め
る
上
で
、
事
業
者
の
選
定
で
は
、

地
元
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
提
案
を

求
め
る
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま

す●
対
応

こ
の
意
見
で
の
事
業
計

画（
案
）へ
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

●
意
見
２
「
図
書
館
」あ
り
き
で

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
電
子
書

籍
化
の
流
れ
は
早
く
、
蔵
書
の
増

加
は
、
旧
本
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
化
、
廃
却
本
の
サ
イ
ク
ル
短
縮

で
充
分
対
処
可
能
で
あ
る

●
市
の
考
え
方

中
央
図
書
館
機

能
の
移
転
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を

含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
踏
ま

え
た
も
の
で
す
。
現
在
の
中
央
図

書
館
は
、
利
用
者
と
蔵
書
の
増
加

に
伴
い
、
収
容
能
力
や
新
た
な
サ

ー
ビ
ス
展
開
が
困
難
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
の
高
い
集

客
力
は
、
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い

た
。
詳
細
は
、
南
明
治
整
備
課・

中
央
図
書
館
・
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
・
文
化
セ
ン
タ
ー
・
各
地

区
公
民
館
・
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

結
果
を
踏
ま
え
策
定
し
た
事
業

計
画
は
、

月
１
日
松
以
降
に

１２

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
提
出
数

件（

人
）

２４

１２

■
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

●
意
見
１

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
、
大

手
ゼ
ネ
コ
ン
が
受
注
し
、
地
元
業

者
に
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
の
で
は
な

い
か

●
市
の
考
え
方

P
F
I
事
業
は
、

設
計
、
建
設
工
事
か
ら
維
持
管
理

な
ど
ま
で
幅
広
く
民
間
事
業
者
へ

委
ね
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
効
率
的
な
財
政
負
担
が
図
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
の
施
策
に

お
い
て
も
、
P
F
I
事
業
は
積
極

的
に
推
進
す
る
方
針
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
事
業
で
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
は
、
一
般
的
に

複
数
企
業
が
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
実
施
す
る
会
社
を

設
立
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
多
く

本
紙
９
月

日
号
お
よ
び
市
公

１５

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で「
中
心

市
街
地
拠
点
整
備
事
業
計
画（
案
）」

に
つ
い
て
意
見
募
集
を
し
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
主
な
意
見
と
、
そ
れ

に
対
す
る
市
の
考
え
方
、
計
画

（
案
）の
変
更
点
を
ま
と
め
ま
し
た

の
で
公
表
し
ま
す
。

※
掲
載
し
た
内
容
は
、
趣
旨
を
損

な
わ
な
い
範
囲
で
要
約
し
ま
し

居
場
所
づ
く
り
」と
い
う
表
現
で

は
、
高
齢
者
に
重
点
を
置
い
て
い

る
印
象
が
あ
り
ま
す
の
で
、
文
章

を「
高
齢
者
等
の
居
場
所
づ
く
り

や
世
代
間
の
交
流
に
も
配
慮
し
た
」

と
い
う
表
現
に
改
め
ま
す

●
対
応

関
連
す
る
部
分
に
つ
い

て
、
計
画
の
内
容
を
修
正
し
ま
す

●
意
見
４

各
小
・
中
学
校
に
あ

る
学
校
図
書
館
が
孤
立
し
て
い
る
。

い
ず
れ
整
備
し
、
充
実
さ
せ
る
の

で
あ
れ
ば
、
今
か
ら
目
標
を
定
め

て
実
行
に
移
す
べ
き
で
は
な
い
か

●
市
の
考
え
方

図
書
情
報
館
の

中
に
、「
学
校
図
書
館
支
援
ス
ペ
ー

ス
」の
機
能
を
盛
り
込
む
計
画
で

す
の
で
、「
実
現
の
可
能
性
を
検
討

す
る
機
能
」に「
学
校
図
書
館
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
連
携

を
強
化
し
ま
す
」と
い
う
項
目
を

追
加
し
ま
す

●
対
応

関
連
す
る
部
分
に
つ
い

て
、
計
画
の
内
容
を
修
正
し
ま
す

■問
▼
南
明
治
整
備
課

（
緯〈

〉２
２
４
５
）

７１中
央
図
書
館

（
緯〈

〉６
１
１
１
）

７６

த
৺
市
֗
஍
ڌ
఺
੔
උ
事
業
ܭ
画（
Ҋ
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
よ
る
意
見
募
集
の
結
果

市
役
所
代
表

こ
れ
ま
で
の「
明
治
用
水
緑
道

市
民
駅
伝
大
会
」を
、
市
制

周
６０

年
を
機
に
、「
安
城
市
民
デ
ン
パ
ー

ク
駅
伝
大
会
」と
改
め
ま
す
。

今
回
は
、
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
に

千
葉
真
子
氏（
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ

ー
、
ス
ポ

ー
ツ
コ
メ

ン
テ
ー
タ

ー
）を
招

待
し
ま
す
。

●
と
き

来
年
２
月

日
掌
午
前

１０

８
時

分
～

時

分

４５

１１

３０

●
と
こ
ろ

デ
ン
パ
ー
ク
園
内
・

周
辺
道
路

●
対
象

市
内
在
住
・
在

学
・
在
勤
の
人
で
編
成
さ

れ
た
チ
ー
ム

●
部
門

下
表
の
と
お
り

●
表
彰

各
部（
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
部
は
除
く
）と
も

６
位
ま
で
を
表
彰
し
、
３

位
ま
で
の
チ
ー
ム
に
は
メ

ダ
ル
を
授
与
、
完
走
チ
ー

ム
に
は
完
走
証
を
進
呈

●
参
加
費

一
般
の
部
４

０
０
０
円
、
一
般
女
子
の

部
３
０
０
０
円
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
部
２
０
０
０
円
、

中
学
生
の
部

円（
計
測

５００
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市
体
育
館
の
一
部
を
工
事
し
ま
す

費
用
と
し
て
）

●
申
し
込
み

月
１
日
松
～
来

１２

年
１
月
８
日
昇
午
前
９
時
～
午
後

５
時（
休
館
日
を
除
く
）に
、
大
会

参
加
申
込
用
紙
と
参
加
費
な
ど
を

直
接
市
体
育
館
へ

※
大
会
参
加
申
込
用
紙
は
、
市
体

育
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
地

区
公
民
館
、
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
配
布
。

■
コ
ー
ス
走
ろ
う
会

実
際
に
走
る
コ
ー
ス
や
中
継
所

の
位
置
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

■問
▼
市
体
育
館

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

●
と
き

月

日
晶
午
前
９
時

１２

２８

～
正
午

●
と
こ
ろ

デ
ン
パ
ー
ク

●
申
し
込
み

月
１
日
松
～

１２

２７

日
昭
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
休

館
日
を
除
く
）に
、
走
ろ
う
会
参

加
申
込
用
紙
を
直
接
市
体
育
館
へ

※
走
ろ
う
会
参
加
申
込
用
紙
は
、

大
会
参
加
申
込
用
紙
と
同
封
。

※
当
日
は
、
午
前

時
ま
で
デ
ン

１０

パ
ー
ク
前
受
付
で
申
し
込
み
可
。

距離チーム編成部門

５区間１５．６３㎞
１区３．０５㎞
２区２．８６㎞
３区２．１４㎞
４区２．８６㎞
５区４．７２㎞

１チーム５人／合計年齢
が１５０歳未満一般１部
１チーム５人／合計年齢
が１５０歳以上２００歳未満一般２部
１チーム５人／合計年齢
が２００歳以上一般３部
１チーム５人／合計年齢
が２５０歳以上
※３０歳未満の人は不可。

一般４部

６区間１５．６３㎞
１区 ～４区 は
一般の部と同じ
５区２．１４㎞
６区２．５８㎞

１チーム６人中学男子

４区間１０．６３㎞
１区３．０５㎞
２区２．８６㎞
３区２．１４㎞
４区２．５８㎞

１チーム４人
一般女子

中学女子

５区間１０．６３㎞
１区１．８９㎞
２区１．１６㎞
３区２．８６㎞
４区２．１４㎞
５区２．５８㎞

１チーム５人ファミリー

※各チーム補欠は２人まで。
※同一部内でのみ複数チームの同一補欠可。
※一般の部は女性も参加可。女性の年齢は２倍で計算。

安
城
市
民
デ
ン
パ
ー
ク
駅
伝
大
会

工
事
期
間
中
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
工
事

室
内
に
直
接
日
光
が
入
る
な
ど
、

利
用
上
支
障
を
き
た
す
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
と
き

月
上
旬
～
来
年
１
月

１２

下
旬

●
工
事
内
容

地
震
な
ど
に
よ
る

ガ
ラ
ス
の
飛
散
を
防
止
す
る
フ
ィ

ル
ム
を
張
り
付
け

■
床
修
繕

修
繕
中
は
、
各
施
設
の
利
用
が

で
き
ま
せ
ん
。

●
と
き
／
と
こ
ろ

月

日
昇

１２

１８

～
来
年
１
月

日
晶
糸
卓
球
場
・

１１

剣
道
場
、

月

日
承
～
来
年
１

１２

２４

月

日
晶
糸
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

１１生
活
道
路
の
安
全
対
策
と
し
て
、

錦
町
小
学
校
周
辺
区
域
内（
上
図

斜
線
部
）道
路
の
最
高
速
度
を
時

速

㎞
に
制
限
し
ま
す
。
区
域
内

３０
に
は
、
標
識
設
置
や
路
面
表
示
を

し
ま
す
。

●
実
施
予
定

月
か
ら

１２

■問
▼
安
城
警
察
署

（
緯〈

〉０
１
１
０
）

７６市
民
安
全
課

（
緯〈

〉２
２
１
９
）

７１

錦保育園

錦町小

秋葉公園至デンパーク

至JR安城駅

至名鉄
南安城駅錦町小学校南

錦町東

○文

安城学園高
○文

相生町

末広町

48
県道

■問
▼
市
体
育
館

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

錦
町
小
学
校
周
辺
の
交
通
規
制

（
ゾ
ー
ン

）
３０

千千葉真子千葉真子氏氏
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平
成

年
度「
安
城
市
事
業
仕

２４

分
け
」の
判
定
結
果
に
対
す
る
市

の
取
り
組
み
方
針
を
公
表
し
ま
す
。

「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
し
」判
定

結
果
の
高
額
医
療
機
器
整
備
補
助

事
業
は
、「
改
善
」と
し
て
見
直
し

を
し
ま
す
。
こ
の
方
針
は
、
外
部

組
織
で
あ
る
事
業
仕
分
け
委
員
会

で「
妥
当
で
あ
る
」と
の
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

■
主
な
見
直
し
事
業

●
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
映
事
業

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
存
続
の
是
非
を

検
討
す
る
た
め
、
利
用
者
や
市
民

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
検
討

委
員
会
で
今
後
の
運
営
方
針
を
策

定
し
ま
す

●
教
育
セ
ン
タ
ー
施
設
管
理
事
業

一
般
市
民
へ
の
施
設
開
放
を
検

討
し
た
上
で
、
設
置
条
例
を
見
直

し
ま
す

●
高
額
医
療
機
器
整
備
補
助
事
業

補
助
金
の
交
付
要
綱
を
見
直
す

と
と
も
に
、
補
助
金
効
果
を
市
民

に
P
R
し
ま
す

■問
▼
経
営
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
０
５
）

７１

事業仕分けの判定結果に対する市の取り組み方針

現行どお
り・拡充要改善実施主体

の見直し
ゼロベース
で見直し不要判定

区分

０２１０３０結果

０２２０２０方針

市
関
係
の
受
章
者
は
次
の
皆
さ

ん
で
す
。

〈
敬
称
略
〉

■
瑞
宝

ず
い
ほ
う

中ち
ゅ
う

綬じ
ゅ

章し
ょ
う

久
野
邦
義（

歳
／
保
健
衛
生
功

く
に
よ
し

７１

労
／
大
府
市
）

■
瑞
宝

ず
い
ほ
う

小し
ょ
う

綬じ
ゅ

章し
ょ
う

大
見
賢
治（

歳
／
地
方
自
治
功

け
ん
じ

７０

労
／
花
ノ
木
町
）

西
村
正し

ょ
う

二（

歳
／
警
察
功
労
／

じ

７８

東
別
所
町
）

■
瑞
宝
双
光

ず
い
ほ
う
そ
う
こ
う

章し
ょ
う

石
川
年
男（

歳
／
警
察
功
労
／

と
し
お

７１

姫
小
川
町
）

■
瑞
宝
単
光

ず
い
ほ
う
た
ん
こ
う

章し
ょ
う

中
川
清（

歳
／
海
上
保
安
功
労

き
よ
し

６５

／
姫
小
川
町
）

村
松
博（

歳
／
警
察
功
労
／
小

ひ
ろ
し

７１

堤
町
）

■
藍
綬
褒

ら
ん
じ
ゅ
ほ
う

章し
ょ
う

藤
森
文
雄（

歳
／
産
業
振
興
功

ふ
み
お

６３

績
／
緑
町
）■問

▼
秘
書
課

（
緯〈

〉２
２
０
１
）

７１

な
い
地
域
の
目
を
つ
く
る
こ
と
が

大
事
で
す
。

●
重
点
実
施
項
目

暫
ひ
っ
た
く
り
な
ど
街
頭
で
発
生

す
る
犯
罪
の
防
止

暫
自
動
車
関
連
窃
盗
の
防
止

暫
子
ど
も
と
女
性
が
被
害
者
と
な

り
や
す
い
犯
罪
の
防
止

暫
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

●
年
間
取
り
組
み
事
項

暫
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
の

防
止

囲
に
侵
入
を
知
ら
せ
る

暫
地
域
の
目
糸
住
民
同
士
の
連
携
、

不
審
者
へ
の
声
か
け
を

■

月
１
日
松
～

日
昭
は
年
末

１２

２０

の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
市
民
運
動

年
末
は
、
金
銭
の
出
し
入
れ
の

機
会
も
増
え
、
ひ
っ
た
く
り
の
犯

罪
が
増
え
ま
す
。
ま
た
、
愛
知
県

は
、
住
宅
対
象
侵
入
盗
・
自
動
車

盗
と
も
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
な

っ
て
い
ま
す
。「
で
き
る
こ
と
か
ら

ひ
と
つ
で
も
」の
気
持
ち
で
、
防

犯
対
策
を
日
常
的
に
実
践
で
き
る

よ
う
に
し
、
犯
罪
者
を
寄
せ
付
け

市
内
で
は
、
住
宅
対
象
侵
入
盗

（
泥
棒
）が
多
発
し
て
い
ま
す
。
全

国
ワ
ー
ス
ト
１
位
の
愛
知
県
で
も
、

安
城
市
は

市
区
中
、
６
位
と
な

６７

っ
て
い
ま
す
。

泥
棒
に
侵
入
さ
れ
や
す
い
家
と

な
ら
な
い
よ
う
、
意
識
し
て
家
を

守
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
次
の
防

犯
対
策
４
原
則
を
実
践
し
ま
し
ょ

う
。

●
防
犯
対
策
４
原
則

暫
時
間
糸
侵
入
さ
れ
る
の
に
時
間

の
か
か
る
鍵
を
つ
け
る

暫
光
糸
家
の
周
り
を
明
る
く

暫
音
糸
警
報
機
、
防
犯
砂
利
で
周

■問
▼
市
民
安
全
課

（
緯〈

〉２
２
１
９
）

７１

泥
棒
か
ら
家
を
守
る

͓
Ί
Ͱ
ͱ
͏
͝
͟
͍
ま
す

秋
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者

市
役
所
代
表

事
業
仕
分
け
の
結
果
に
対
す
る
市

の
取
り
組
み
方
針
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●
と
き
／
と
こ
ろ

来
年
３
月
１０

日
掌
糸
荒
曽
根
公
園（
住
吉
町
）、

３
月

日
掌
糸
池
浦
西
公
園（
池

１７

浦
町
）い
ず
れ
も
午
後
1
時

分
３０

～
３
時

●
内
容

１
組
１
本
を
植
樹
。
樹

木
に
は
、
好
き
な
文
字
を
入
れ
た

記
念
プ
レ
ー
ト
を
付
け
ま
す

※
植
樹
し
た
樹
木
の
権
利
は
、
市

に
帰
属
し
ま
す
。

●
対
象

市
内
在
住
の
人（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

●
定
員

荒
曽
根
公
園
糸

組
、

４７

池
浦
西
公
園
糸

組（
い
ず
れ
も

５０

先
着
順
、
１
組
４
人
程
度
ま
で
）

●
費
用

１
組
３
０
０
０
円

●
そ
の
他

駐
車
場
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
徒
歩
や
自
転
車
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。
参
加
者
に
は

記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す

●
申
し
込
み

月
５
日
昌
～

１２

１９

日
昌
午
前
８

時

分
～
午

３０
後
５
時

分
１５

（
松
掌
を
除

く
）に
電
話

で
公
園
緑
地

課
へ

■問
▼
公
園
緑
地
課

（
緯〈

〉２
２
４
４
）

７１

家
଒
の
記
念
に
͍
か
͕
Ͱ
す
か

記
念
植
樹
の
参
加
者
を
募
集

来
年
４
月
か
ら
、
施
設
の
管
理・

運
営
を
す
る
指
定
管
理
者
候
補
を
、

市
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
で
の

審
査
を
踏
ま
え
、
選
定
し
ま
し
た
。

●
公
募
に
よ
り
選
定
し
た
施
設

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
▼
指
定
管
理

者
候
補
糸
サ
ン
エ
イ
叙
、
指
定
期

間
糸
来
年
４
月
１
日
捷
～
平
成
３０

年
３
月

日
松（
５
年
間
）

３１

※
今
回
選
定
し
た
候
補
は
、
議
会

の
議
決
を
経
た
後
、
正
式
に
指

定
管
理
者
と
し
て
指
定
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
経
営
管
理
課
・
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
・
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■問
▼
経
営
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
０
５
）

７１

指
定
管
理
者
候
補
を
選
定

■
洋
画

部
門
大
賞〈
県
教
育
委
員
会
賞
〉

野
々
山
耕（
福
釜
町
）

市
長
賞

花
見
泰
成（
高
浜
市
）

や
す
ま
さ

議
長
賞

野
村
麻
里（
篠
目
町
）

ま

り

教
育
委
員
会
賞

石
川
善
治（
川

ぜ
ん
じ

島
町
）

文
化
協
会
賞

柴
生
田
惠
男（
相

し
ぼ
う

た
し
げ
お

生
町
）

■
書

部
門
大
賞〈
県
文
化
協
会
連
合
会

賞
〉
福
田
博
芳（
井
杭
山
町
）

は
く
ほ
う

市
長
賞

黒
柳
知
里（
小
川
町
）

ち
さ
と

議
長
賞

築
山
み
な
み（
末
広
町
）

教
育
委
員
会
賞

渡
辺
美
風（
知

び
ふ
う

立
市
）

文
化
協
会
賞

川
島
豊
翠（
百
石

ほ
う
す
い

町
）

全
部
門
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
グ

リ
ー
ン
リ
ボ
ン
賞
は
、
洋
画
部
門

の
野
々
山
耕
さ
ん（
福
釜
町
）の

た
が
や

「
明み

ょ
う

王
像
」に
決
ま
り
ま
し
た
。

お
う
ぞ
う

各
部
門
の
上
位
入
賞
者
は
、
次

の
皆
さ
ん
で
す
。

〈
敬
称
略
〉

■
日
本
画

部
門
大
賞〈
県
議
会
議
長
賞
〉
土ひ

じ

方
清
香（
知
立
市
）

か
た
せ
い
か

市
長
賞

亀
井
鋧
三（
宇
頭
茶
屋

け
ん
ぞ
う

町
）

議
長
賞

水
野
さ
や
か（
瀬
戸
市
）

教
育
委
員
会
賞

神
谷
か
の
ゑ

（
桜
井
町
）

文
化
協
会
賞

加
藤
幸
子（
小
堤

ゆ
き
こ

町
）

■
写
真

部
門
大
賞〈
安
美
展
賞
〉
大
屋
則の

り

雄（
小
川
町
）

お市
長
賞

長
嶋
正
人（
岡
崎
市
）

ま
さ
と

議
長
賞

鈴
木
一
郎（
里
町
）

い
ち
ろ
う

教
育
委
員
会
賞

寺
田
昇（
知
多

の
ぼ
る

郡
阿
久
比
町
）

文
化
協
会
賞

小
笠
原
弘
之（
碧

ひ
ろ
ゆ
き

南
市
）

■
工
芸
･
彫
塑

部
門
大
賞〈
県
知
事
賞
〉
佐
野
光み

つ

造（
岡
崎
市
）

ぞ
う市

長
賞

中
村
矩
子（
額
田
郡
幸

の
り
こ

田
町
）

議
長
賞

杉
浦
功
悦（
別
府
市
）

の
り
よ
し

教
育
委
員
会
賞

石
川
和
子（
高

か
ず
こ

棚
町
）

文
化
協
会
賞

太
田
盛
人（
額
田

も
り
ひ
と

郡
幸
田
町
）

■
特
別
賞

安
城
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞（
書
）

髙
井
香
園（
浜
屋
町
）

こ
う
え
ん

三
河
安
城
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞

（
洋
画
）
吉
村
豊
太
郎（
池
浦
町
）

と
よ
た
ろ
う

■問
▼
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
緯〈

〉６
８
５
３
）

７７

野々山耕：洋画「明王像」

市
役
所
代
表

ୈ

ճ
安
ඒ
ల
ỏ
⚕
部
໳

఺
の
ग़
඼
࡞
か
ら

⚖⚙

⚔⚗⚙

グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
賞
に
洋
画
の
野
々
山
耕
さ
ん
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日本のアンデルセン

南
吉
は
、「
日
本
の
ア
ン
デ
ル

セ
ン
」と
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
デ

ン
マ
ー
ク
の
童
話
作
家
で
、
代

表
作「
人
魚
姫
」や「
マ
ッ
チ
売

り
の
少
女
」の
よ
う
な
、
悲
し

い
結
末
を
迎
え
る
物
語
を
書
い

て
い
ま
す
。
南
吉
は
、
中
学
４

年
生
の
時
の
日
記
の
中
で
、「
余

が
若
し
、
ア
ン
デ
ル
ス
ン
の
様

も
に
世
界
的
の
芸
術
家
に
な
っ
て
」

「
や
は
り
、
ス
ト
ー
リ
ィ
に
は
、

悲
哀
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

と
記
し
て
い
て
、
ア
ン
デ
ル
セ

ン
の
よ
う
な
童
話
作
家
に
な
る

こ
と
を
夢
見
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

そ
の
頃
南
吉
は
、「
巨お

お

男
の
話
」

お
と
こ

と
い
う
童
話
を
書
い
て
い
ま
す
。

王
女
を
白
鳥
の
姿
に
変
え
て
し

ま
っ
た
魔
女
と
、
王
女
を
元
の

姿
に
戻
し
て
あ
げ
た
い
と
思
う
、

魔
女
の
子
ど
も
で
あ

る
巨
男
の
話
で
す
。

「
弟
に
読
ん
で
聞
か

せ
た
ら
、
終
に
至
つ

て
、
涙
を
流
し
を
つ

た
。
俺
の
作
品
に
も

値
が
つ
い
て
来
た
と

云
ふ
も
の
」と
い
う

日
記
が
残
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
悲
哀
の
あ
る
話
」

が
書
け
た
と
い
う
自
負
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

昭
和

年
の
安
城
高
女
学
報

１３

で
も
、
南
吉
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン

の
こ
と
に
触
れ
、「
靴
屋
を
父
に

生
ま
れ
た
そ
う
で
あ
る
」と
書

い
て
い
ま
す
。
継
母
の
志
ん
が

下
駄
屋
を
営
ん
で
い
た
自
分
の

境
遇
と
何
か
重
な
る
も
の
を
感

じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
南
吉
が
、
童
話
作
家

に
な
る
と
い
う
夢
を
叶
え
た
の

は
、
安
城
時
代
の
昭
和

年
。

１７

こ
の
年
、
南
吉
に
と
っ
て
初
め

て
の
童
話
集「
お
ぢ
い
さ
ん
の

ラ
ン
プ
」が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

「
お
ぢ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
」「
ご

ん
ご
ろ
鐘
」「
う
た
時
計
」な
ど

７
作
品
が
収
め
ら
れ
た
こ
の
童

話
集
は
、
南
吉
の
生
前
に
出
版

さ
れ
た
唯
一
の
童
話
集
で
す
。

授
業
中
に
、「
僕
が
書
い
た『
お

ぢ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
』が
本
屋

の
日
新
堂
に
あ
る
か
ら
買
い
な

さ
い
」と
言
っ
た
と
い
う
教
え

子
の
証
言
は
、
念
願
の
童
話
作

家
に
な
れ
た
南
吉
の
喜
び
を
表

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ア
ン
デ
ル
セ
ン
に
憧
れ
た
南

吉
は
、
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
と
呼

ば
れ
た
安
城
で
童
話
作
家
と
な

っ
た
わ
け
で
す
。
そ
ん
な
と
こ

ろ
に
、
安
城
と
南
吉
の
不
思
議

な
縁
を
感
じ
ま
せ
ん
か
。

駅駅西駐車場にある駅西駐車場にある「「巨男の話」の絵巨男の話」の絵

童話童話集集「おぢいさんのランプ「おぢいさんのランプ」」

■
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
花
火
シ
ョ
ー

●
と
き

月
２
日
掌
・
８
日
松・

１２

日
松
・

日
松
～

日
昇
午
後

１５

２２

２５

８
時

分
３０

■
小
福
山
雅
治
も
の
ま
ね
ラ
イ
ブ

●
と
き

月
８
日
松
午
後
４
時

１２

分
・
７
時

分

３０

３０

■
Ｏ
Ｓ
☆
Ｕ
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ

●
と
き

月
９
日
掌
午
後
５
時・

１２

７
時

分
３０

※
午
後
４
時

分
か
ら
点
灯
式
も

３０

あ
り
。

■
グ
リ
ー
ン
サ
ン
タ
が
や
っ
て
く

る●
と
き

月

日
掌
午
後
２
時・

１２

１６

５
時

■
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

●
と
き
／
出
演

日

日
抄
糸

１２

２３

光
ヶ
丘
女
子
高
等
学
校
合
唱
部

日
承
糸
愛
知
学
泉
大
学
オ
ー
ケ

２４ス
ト
ラ

日
昇
糸
安
城
学
園
高

２５

等
学
校
合
唱
部
い
ず
れ
も
午
後
３

時
・
５
時

万
球
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

１８
高
さ
８
ｍ
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
、

星
空
の
ト
レ
イ
ン「
メ
ル
ヘ
ン
号
」

な
ど
が
お
出
迎
え
。
今
年
は
、
音

楽
に
合
わ
せ
て
変
化
す
る
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
初
登
場
。
花
火
開

催
時
に
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
と
の
共
演
も
見
ら
れ
ま
す
。

週
末
に
は
、
移
動
販
売
車
ク
リ
ス

マ
ス
マ
ル
シ
ェ
が
登
場
。
こ
の
ほ

か
、「
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ

ー
」「
デ
ン
パ
ー
ク
あ
か
り
ア
ー
ト

展
」な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き

月
１
日
松
～

日
昇

１２

２５

（
４
日
昇
・

日
昇
・

日
昇
を

１１

１８

除
く
）。
晶
～
掌
・

日
捷
・

日

１７

１９

昌
～

日
昇
は
午
後
９
時
ま
で
、

２５

そ
れ
以
外
は
午
後
７
時
ま
で

デ
ン
パ
ー
ク
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
ク
リ

ス
マ
ス

■問
▼
デ
ン
パ
ー
ク

（
緯〈

〉７
１
１
１
）

９２


